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３学期始業式 校長先生のお話（抜粋） 
全校生徒の皆さん、あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。厳しい寒さが続い

た２週間あまりの冬休みもあっという間に終わり、本日より 48日間の 3学期が始まります。 

今年の干支は「へび（巳）」。皆さんは「へび」にどのような印象を持つでしょうか？ 

正直なところ、「へび」に対して良い印象や好意的な感情を持っている人は少なく、むしろ「苦手」、「気持ち悪

い」、「大嫌い」という人が多いのだと思います。実は、この「へびが怖い、嫌い」という感覚は、人類の本能で

あるという研究結果が発表されています。それは私たちのご先祖が木の上で生活していた数千万年前のこと。安

全なはずの木の上まで登ってきて、我々のご先祖の命を奪ってきたのがへび。だから、命を守るため、ご先祖は

へびをすばやく見つける必要がありました。そこで脳内でヘビに敏感に反応する領域が発達し、すぐに恐怖を感

じ対応できるよう進化した、そしてその名残が今でも残っている、というわけなのです。ですから、へびが怖い・

苦手というのは人類にとってある意味当たり前の感覚と言えるのです。でも、そんなへびが「干支」として使わ

れたり、様々な場所でその存在が活用したりされている、という事実がなんとも不思議です。今回はそんなへび

にまつわることを 3つ紹介します。 

一つ目、私が「へび」で真っ先に思い出すものはこれなんです。とある国際機関のマークなのですが、分かる

人いますか？数年前、突如世界中を混乱に新型コロナウイルス。この時世界の最前線でコロナに対応したのが

WHO（世界保健機構）です。WHO事務局長が記者会見をするこんな映像をくどいぐらい何度も目にしたことと

思います。その起源は古代ギリシャ神話からで、医学と癒やしの神アスクレピオスが持っていた杖に蛇が絡みつ

いていたことから、蛇のついた杖は、医療や再生、生命力の象徴とされてきました。このことから「へびと杖」

が図案化されたわけです。 

次はこのマーク。一気に身近な存在になります。ご存知の方いますか？皆さんも知っている高校の校章です。

これは松商学園高等学校の校章。実はこれもギリシャ神話。商業の神「ヘルメス」の杖にやはり蛇が絡みついて

いた。杖に巻き付くへびは「知恵」の象徴とされていました。「松商学園高校」の前身である「松本商業高校」は

商業を学ぶための学校でしたから、明治 44年にこの校章が作られたということです。 

そして三つめは、我が筑北村のお話。皆さんは差切峡の大蛇伝説のことを知っていますか？実は私も今年の 1

月 1日、市民タイムスを読んで初めて知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖南中学校 令和７年１月１４日（火） №１０ 

３学期スタート  本年もよろしくお願いします 

龍王権現の由来記（村史「さかきた」４３８P 宮入しげ子家所有の文書による） 



こうやって見てみると、蛇は人類にとって遺伝子レベル、本能レベルで苦手な存在であっても、「医療や癒し」

の象徴として、または「商業」や「知恵」の象徴として、更には干支として、差切峡の大蛇のように「神様」と

して、世界中で大切にされ、親しまれている、という姿が見えてきます。 

このように「恐れつつ」も「敬う」という感情を「畏敬の念」といいます。私は「巳年」の今年、こうやって

「へび」に対する人間の扱いを見てみるとき、「畏敬の念」という言葉が頭に浮かんできました。「畏敬の念」を

もう少し詳しく説明すると… 

『人や物事に対して深い敬意と畏怖の感情を抱くことを指す表現である。この感情は、その人や物事が持つ力

や能力、成果などに対する尊敬や、その存在の偉大さや神聖さに対する恐怖から生じる。』とあります。 

畏敬の念を持ち深めることは、人間関係や社会生活において、他者を尊重し、敬う態度を形成する基盤となり

ます。今日は年の初めに当たって、「畏敬の念」というキーワードを紹介しました。ぜひ心に留めていいただけれ

ば有難いです。 

新しい年「令和 7年」が始まりました。新しい年を迎えて、

昨年度の反省をもとに今年の新たな目標を持ったことと思いま

す。ヘビは脱皮をして成長していくことから「変容」や「再生」

の象徴とも言われています。私たちは成長し、脱皮し新しい自

分になれます。もっと能力を伸ばすことができます。もっとも

っと良い性格になることもできます。自分は成長できる、やれ

ばできる!と信じ、目標を達成すべく、今日をスタートにみんな

で努力していきましょう。 

 

 

始業式では、代表生徒が３学期の決意を発表しました。１年

生は「来年は新入生が入ってくるので、先輩らしい姿を見せる

ために、生活面もがんばりたい。」と、先輩になるための姿勢に

ついて、２年生は、「部活動では夏の大会にむけて、練習に集中

したい。学習面では、苦手な部分を克服したい。」と、部活動、

学習に向かう心構えについて語ってくれました。３年生は、「進

路実現に向けて、粘り強く学習に取り組みたい。卒業に向けて

１日１日を大切にしたい。」と、卒業を目前とした思いを発表し

てくれました。 

 

 

 

毎年大好評のやしょうまパンが

発売されました。あすまやタイムの

郷土食グループの生徒たちがアイ

デアを考え、「ちくほっくる」さんで商品化されました。１月いっぱい販売される

ようです。今年の干支は「巳」ということで、どんなデザインになるのか楽しみに

していましたが、とても愛らしい素敵なパンになりました。やしょうまとデニッシ

ュ生地がよく合う新感覚のパンです。ぜひ、食べてみてください。 

 

○○○受賞おめでとうございます○○○ 

・中学生日本管打楽器ソロコンテスト 金賞（埼玉県教育賞）3学年本田悠樹さん 

・信濃毎日新聞 俳句コンクール   最優秀賞      3学年青柳颯汰さん 

 

３学期の目標 生徒代表の発表より 

信濃毎日新聞 俳句コンクール 最優秀賞 青柳颯汰さん 

こんにゃくが 宙をとびかう きもだめし 

 
 


